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日
本
能
書
列
伝
（
二
）

　
　
　
─
─ 

日
本
古
書
論
を
典
拠
と
し
て 

─
─

群
馬
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座

　
永
　
由
　
徳
　
夫

続
序

　
本
稿
は
︑前
稿
﹁
日
本
能
書
列
伝
︵
一
︶︱
日
本
古
書
論
を
典
拠
と
し
て
﹂︵﹃
群

馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
人
文
・
社
会
科
学
編
﹄
第
六
六
巻
　
二
〇
一
七
︶
の
続

編
で
あ
る
︒
本
稿
の
趣
旨
は
前
稿
と
同
様
︑﹁
日
本
の
古
書
論
を
典
拠
と
し
て
︑

日
本
能
書
列
伝
を
編
み
直
す
﹂
こ
と
に
あ
る
︒
古
書
論
を
典
拠
と
し
て
小
伝
を
ま

と
め
る
こ
と
で
︑
往
時
の
﹁
能
書
﹂
と
は
︑
ど
の
よ
う
な
人
物
を
指
し
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
︒

　
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
︑
能
書
列
伝
の
類
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
︒
た
と
え
ば
︑﹃
書
道
全
集
﹄
全
二
八
巻
︵
平
凡
社
　
一
九
五
四
～
六

一
　
補
遺
・
別
巻
一
九
六
七
～
六
八
︶
に
は
︑
各
巻
に
﹁
書
人
小
傳
﹂
が
附
録
さ

れ
︑
能
書
を
中
心
に
ま
と
め
た
﹃
書
道
藝
術
﹄
全
二
四
巻
︵
中
央
公
論
社
　
一
九

七
〇
～
七
三
︶
と
い
っ
た
大
部
な
シ
リ
ー
ズ
も
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

︵
二
玄
社
　
一
九
八
七
︶︑﹃
書
の
総
合
事
典
﹄︵
柏
書
房
　
二
〇
一
〇
︶
と
い
っ
た

工
具
書
や
各
種
﹁
書
道
史
﹂
の
テ
キ
ス
ト
に
も
能
書
の
伝
記
は
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
︒
た
だ
︑
そ
れ
は
長
い
研
究
の
蓄
積
に
よ
る
今
日
的
評
価
に
多
分
に
左
右
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
︒
本
稿
で
目
指
す
の
は
︑
往
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
前
代
あ
る

い
は
同
時
代
の
能
書
を
捉
え
︑
評
価
し
た
の
か
︑
と
い
う
視
点
に
よ
り
︑
能
書
列

伝
を
ま
と
め
直
す
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
際
︑た
だ
能
書
を
列
挙
す
る
の
で
は
な
く
︑

能
書
同
士
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
︑
古
書
論
を
典
拠
に
記
述
す
る
こ
と

で
︑
従
来
の
個
々
の
能
書
の
伝
記
に
終
始
す
る
も
の
と
は
一
線
を
画
す
べ
く
企
図

す
る
︒
さ
ら
に
願
わ
く
ば
︑
前
稿
・
本
稿
を
通
じ
て
︑
一
編
の
﹁
日
本
書
道
史
小

考
﹂
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
︒

一
　
日
本
古
書
論
に
お
け
る
能
書
一
覧

　
前
稿
で
取
り
上
げ
た
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
中
期
ま
で
の
能
書
二
〇
名
を
以

下
に
列
挙
す
る
︒

　
①
　
光
明
皇
后
　
　
　
　
　
　︿
七
〇
一
︱
七
六
〇
﹀

　
②
　
中
将
姫
　
　
　
　
　
　
　︿
七
四
七
︱
七
七
五
﹀

　
③
　
朝
野
魚
養
　
　
　
　
　
　︿
生
没
年
不
詳
﹀

　
④
　
弘
法
大
師
・
空
海
　
　
　︿
七
七
四
︱
八
三
五
﹀

　
⑤
　
嵯
峨
天
皇
　
　
　
　
　
　︿
七
八
六
︱
八
四
二
﹀

　
⑥
　
橘
逸
勢
　
　
　
　
　
　
　︿
七
八
二
？
︱
八
四
二
﹀

　
⑦
　
藤
原
関
雄
　
　
　
　
　
　︿
八
〇
五
︱
八
五
三
﹀

　
⑧
　
小
野
恒
柯
　
　
　
　
　
　︿
八
〇
八
︱
八
六
〇
﹀

　
⑨
　
藤
原
敏
行
　
　
　
　
　
　︿
生
年
不
詳
︱
九
〇
一
﹀
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⑩
　
小
野
美
材
　
　
　
　
　
　︿
生
年
不
詳
︱
九
〇
二
﹀

　
⑪
　
素
性
法
師
　
　
　
　
　
　︿
八
四
四
頃
︱
九
一
〇
頃
？
﹀

　
⑫
　
菅
原
道
真
　
　
　
　
　
　︿
八
四
五
︱
九
〇
三
﹀

　
⑬
　
紀
貫
之
　
　
　
　
　
　
　︿
八
七
〇
頃
︱
九
四
五
頃
？
﹀

　
⑭
　
小
野
道
風
　
　
　
　
　
　︿
八
九
四
︱
九
六
六
﹀

　
⑮
　
紀
時
文
　
　
　
　
　
　
　︿
生
没
年
不
詳
﹀

　
⑯
　
藤
原
文
正
　
　
　
　
　
　︿
生
没
年
不
詳
﹀

　
⑰
　
小
野
奉
時
　
　
　
　
　
　︿
生
没
年
不
詳
﹀

　
⑱
　
菅
原
文
時
　
　
　
　
　
　︿
八
九
九
︱
九
八
一
﹀

　
⑲
　
兼
明
親
王
　
　
　
　
　
　︿
九
一
四
︱
九
八
七
﹀

　
⑳
　
藤
原
佐
理
　
　
　
　
　
　︿
九
四
四
︱
九
九
八
﹀

　
続
け
て
以
下
に
︑
本
稿
で
記
述
す
る
平
安
時
代
中
期
か
ら
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代

ま
で
の
能
書
二
〇
名
を
列
挙
す
る
︒

　
㉑
　
具
平
親
王
　
　
　
　
　
　︿
九
六
四
︱
一
〇
〇
九
﹀

　
㉒
　
藤
原
公
任
　
　
　
　
　
　︿
九
六
六
︱
一
〇
四
一
﹀

　
㉓
　
藤
原
行
成
　
　
　
　
　
　︿
九
七
二
︱
一
〇
二
七
﹀

　
㉔
　
延
幹
　
　
　
　
　
　
　
　︿
？
～
一
〇
〇
八
︱
一
〇
二
一
～
？
﹀

　
㉕
　
藤
原
定
頼
　
　
　
　
　
　︿
九
九
五
︱
一
〇
四
五
﹀

　
㉖
　
源
兼
行
　
　
　
　
　
　
　︿
？
～
一
〇
二
二
︱
一
〇
七
四
～
？
﹀

　
㉗
　
藤
原
伊
房
　
　
　
　
　
　︿
一
〇
三
〇
︱
一
〇
九
六
﹀

　
㉘
　
源
長
季
　
　
　
　
　
　
　︿
？
～
一
〇
八
〇
～
？
﹀

　
㉙
　
藤
原
定
実
　
　
　
　
　
　︿
一
〇
六
三
︱
一
一
三
一
﹀

　
㉚
　
藤
原
定
信
　
　
　
　
　
　︿
一
〇
八
八
︱
一
一
五
六
﹀

　
㉛
　
藤
原
忠
通
　
　
　
　
　
　︿
一
〇
九
七
︱
一
一
六
四
﹀

　
㉜
　
藤
原
朝
隆
　
　
　
　
　
　︿
一
〇
九
七
︱
一
一
五
九
﹀

　
㉝
　
藤
原
伊
行
　
　
　
　
　
　︿
？
～
一
一
三
九
︱
一
一
七
五
﹀

　
㉞
　
藤
原
教
長
　
　
　
　
　
　︿
一
一
〇
九
︱
一
一
八
〇
﹀

　
㉟
　
藤
原
朝
方
　
　
　
　
　
　︿
一
一
三
五
︱
一
二
〇
一
﹀

　
㊱
　
藤
原
伊
経
　
　
　
　
　
　︿
？
～
一
一
六
九
︱
一
二
二
七
？
﹀

　
㊲
　
九
条
︵
後
京
極
︶
良
経
　︿
一
一
六
九
︱
一
二
〇
六
﹀

　
㊳
　
藤
原
︵
世
尊
寺
︶
行
能
　︿
一
一
七
九
︱
一
二
五
五
？
﹀

　
㊴
　
伏
見
天
皇
　
　
　
　
　
　︿
一
二
六
五
︱
一
三
一
七
﹀

　
㊵
　
尊
円
親
王
　
　
　
　
　
　︿
一
二
九
八
︱
一
三
五
六
﹀

　
本
稿
で
典
拠
と
し
た
中
古
・
中
世
の
書
論
に
つ
い
て
︑
前
稿
に
補
足
す
る
形
で

以
下
に
概
説
す
る
︒
本
稿
能
書
列
伝
に
お
い
て
参
照
し
た
書
籍
に
つ
い
て
は
︑︿
出

典
﹀︿
参
考
文
献
﹀
の
項
で
明
示
し
た
︒

『
夜
鶴
庭
訓
抄
』

　
世
尊
寺
家
六
代
目
・
藤
原
伊
行
著
︒
一
一
六
五
年
頃
成
立
し
︑
後
継
の
書
論
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒﹁
能
書
人
々
﹂
の
項
を
設
け
︑弘
法
大
師
・
嵯
峨
天
皇
・

藤
原
敏
行
・
小
野
美
材
・
兼
明
親
王
・
小
野
道
風
・
紀
時
文
・
藤
原
文
正
・
藤
原

佐
理
・
具
平
親
王
・
藤
原
行
成
・
延
幹
君
・︵
藤
原
冬
時
︶・
菅
原
文
時
・
藤
原
定

頼
・
小
野
恒
柯
・
橘
逸
勢
・
藤
原
関
雄
・
素
性
法
師
・
小
野
奉
時
・
源
兼
行
・
藤

原
伊
房
・
源
長
季
・
藤
原
定
実
の
名
を
挙
げ
る
︒
後
世
の
流
布
本
で
は
︑﹃
夜
鶴

庭
訓
抄
﹄
の
著
者
で
あ
る
藤
原
伊
行
︑
及
び
そ
の
父
︑
定
信
の
名
も
加
え
ら
れ
る
︒

ま
た
︑﹁
三
聖
﹂
と
し
て
︑
弘
法
大
師
︵
空
海
︶・
北
野
天
神
︵
菅
原
道
真
︶・
小

野
道
風
を
挙
げ
る
︒

『
才
葉
抄
』

　
藤
原
教
長
が
世
尊
寺
家
七
代
目
・
藤
原
伊
経
に
口
授
し
た
も
の
︒
一
一
七
七
年

成
立
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
と
同
様
︑
世
尊
寺
家
の
書
を
伝
え
た
も
の
で
︑
こ
れ
に

よ
り
世
尊
寺
流
が
理
論
づ
け
ら
れ
た
︒
道
風
・
佐
理
・
行
成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
短

を
論
じ
︑
書
品
論
と
し
て
の
価
値
も
高
い
︒
ま
た
︑
当
時
に
あ
っ
て
楷
書
先
習
を

説
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
︒
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『
金
玉
積
伝
集
』

　
兼
明
親
王
の
著
と
さ
れ
る
︒
書
法
や
故
実
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
︒
書
に
関
す

る
貴
重
な
古
諺
を
収
録
し
て
い
る
︒

『
夜
鶴
書
札
抄
』

　
世
尊
寺
家
八
代
目
・
藤
原
行
能
が
﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
を
書
写
し
︑
見
解
を
加
え

た
も
の
︒
行
能
の
代
よ
り
﹁
世
尊
寺
﹂
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
︑
能
書
の
家
と
し

て
の
意
識
を
高
め
た
も
の
の
︑
徐
々
に
書
風
の
定
型
化
も
招
く
こ
と
に
な
っ
た
︒

本
書
は
﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
襲
し
て
お
り
︑
巻
末
に
﹁
天
下
能
書

得
誉
人
之
事
﹂
と
し
て
︑
能
書
二
一
名
を
列
挙
す
る
︒
但
し
︑
藤
原
佐
理
を
は
じ

め
︑
小
野
恒
柯
・
兼
明
親
王
・
具
平
親
王
の
名
を
落
と
す
︒
一
方
で
︑
世
尊
寺
流

の
父
祖
︑
藤
原
定
信
・
伊
行
・
伊
経
の
他
︑
法
性
寺
流
を
汲
む
藤
原
朝
隆
・
朝
方

父
子
の
名
も
列
挙
す
る
︒﹁
三
賢
之
聖
跡
﹂
と
し
て
︑
弘
法
大
師
・
道
風
・
天
神

を
挙
げ
る
︒

『
心
底
抄
』

　
世
尊
寺
家
九
代
目
・
藤
原
経
朝
の
著
︒
世
尊
寺
流
に
特
化
せ
ず
︑書
式
・
用
筆
・

学
書
・
文
房
に
つ
い
て
︑
書
道
の
大
綱
を
平
易
に
解
説
し
た
も
の
︒

『
右
筆
条
々
』

　﹃
心
底
抄
﹄
の
拾
遺
篇
と
も
い
う
べ
き
一
書
で
あ
る
︒
一
三
二
二
年
成
立
︒
経

朝
の
孫
の
著
と
す
る
記
載
が
あ
り
︑
世
尊
寺
家
一
一
代
目
・
行
房
が
著
者
と
し
て

推
定
さ
れ
て
い
る
︒
行
房
は
︑
弟
の
一
二
代
目
・
行
尹
と
と
も
に
︑
尊
円
親
王
に

書
法
を
伝
授
し
た
︒

『
麒
麟
抄
』

　
全
一
〇
巻
と
書
論
の
中
で
は
大
部
で
あ
る
︒
著
書
を
空
海
・
藤
原
行
成
・
兼
明

親
王
等
と
す
る
説
が
あ
る
が
当
た
ら
な
い
︒
内
容
か
ら
見
て
︑
一
四
世
紀
中
頃
︑

南
北
朝
時
代
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
︒
書
式
・
用
筆
・
文
房
等
図
解
を
含
め
︑
幅

広
く
記
述
す
る
︒
弘
法
大
師
・
菅
丞
相
︵
道
真
︶・
道
風
を
転
生
に
よ
る
﹁
三
身

一
体
﹂
と
捉
え
て
い
る
︒

『
入
木
抄
』

　
青
蓮
院
流
の
祖
・
尊
円
親
王
の
著
︒
一
三
五
二
年
成
立
︒
中
古
・
中
世
の
書
論

を
集
成
し
た
も
の
で
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄
と
と
も
に
﹁
入
木
三
部
集
﹂

を
成
す
︒
能
書
と
し
て
︑
光
明
皇
后
・
中
将
姫
・
弘
法
大
師
・
嵯
峨
天
皇
・
橘
逸

勢
・
藤
原
敏
行
・
小
野
美
材
・
菅
原
道
真
・
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成

を
列
挙
す
る
︒
ま
た
︑
今
日
﹁
三
跡
﹂
と
称
せ
ら
れ
る
道
風
・
佐
理
・
行
成
の
三

名
を
﹁
三
賢
﹂
と
総
称
す
る
︒

『
尺
素
往
来
』

　
往
来
物
の
一
つ
で
︑
一
条
兼
良
︿
一
四
〇
二
︱
一
四
八
一
﹀
の
著
︒
書
論
に
特

化
し
た
も
の
で
は
な
い
が
︑
王
羲
之
ら
中
国
の
能
書
七
名
と
嵯
峨
天
皇
・
弘
法
大

師
︵
空
海
︶
以
下
の
能
書
を
挙
げ
る
︒
世
尊
寺
流
が
家
様
と
呼
ば
れ
て
繁
栄
を
極

め
た
こ
と
︑
当
時
は
尊
円
親
王
の
書
が
軌
範
と
さ
れ
た
こ
と
︑
な
ど
の
記
述
が
あ

る
︒

二
　
日
本
能
書
列
伝
（
二
）

　
以
下
に
︑
日
本
能
書
列
伝
︵
二
︶
と
し
て
二
〇
名
の
小
伝
を
ま
と
め
る
︒
凡
例

は
前
稿
に
ほ
ぼ
準
拠
し
た
︒
特
に
字
数
に
つ
い
て
は
︑
自
身
で
設
定
し
た
五
〇
〇

字
以
内
を
厳
守
し
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑あ
る
い
は
説
明
に
不
足
も
あ
ろ
う
が
︑萬
々

﹁
簡
に
し
て
明
﹂
と
い
う
こ
と
で
ご
海
容
願
い
た
い
︒

【
凡
例
】

一
．
配
列
は
原
則
と
し
て
生
年
順
︵
生
没
年
不
詳
の
場
合
は
推
定
︶
と
し
た
︒

二
．
出
典
と
は
︑そ
の
能
書
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
古
書
論
・
古
典
籍
等
で
あ
る
︒

三
．
能
書
の
故
事
に
関
し
て
は
︑
適
宜
古
典
文
学
作
品
よ
り
補
っ
た
︒

四
．
字
数
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
︑
能
書
に
よ
っ
て
著
し
く
分
量
に
差
が
出
な
い

よ
う
留
意
し
た
︒

日本能書列伝（二）
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具
平
親
王
（
と
も
ひ
ら
し
ん
の
う
）

　
応
和
四
年
︿
九
六
四
﹀︱
寛
弘
六
年
︿
一
〇
〇
九
﹀︒
村
上
天
皇
の
第
七
皇
子
︒

母
は
女
御
荘
子
女
王
︒
藤
原
公
任
は
従
兄
弟
に
当
た
る
︒
二
品
・
中
務
卿
と
な
り
︑

後
中
書
王
・
六
条
宮
・
千
種
殿
と
称
し
た
︒
後
中
書
王
の
呼
称
は
︑
叔
父
の
兼
明

親
王
を
前
中
書
王
と
呼
ぶ
の
に
対
す
る
も
の
︒
和
漢
の
才
に
恵
ま
れ
︑﹃
和
漢
朗

詠
集
﹄﹃
本
朝
文
粋
﹄
等
に
漢
詩
文
が
︑﹃
拾
遺
和
歌
集
﹄
以
下
勅
撰
和
歌
集
に
四

一
首
の
和
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
︒
公
任
と
︑
柿
本
人
麿
・
紀
貫
之
の
和
歌
の
優
劣

を
論
じ
た
故
事
は
有
名
︒﹁
貫
之
は
歌
仙
な
り
﹂
と
貫
之
を
推
す
公
任
と
︑﹁
人
丸

︵
麿
︶
に
は
及
ぶ
べ
か
ら
ず
﹂
と
い
う
具
平
親
王
が
︑
両
者
の
秀
歌
十
首
に
よ
っ

て
優
劣
を
決
し
た
と
こ
ろ
︑
八
首
が
人
麿
︑
一
首
が
貫
之
︑
残
り
一
首
は
引
き
分

け
と
な
っ
た
︑
と
﹃
袋
草
紙
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
︑
公
任

が
編
ん
だ
﹃
三
十
人
撰
﹄
を
親
王
が
改
訂
し
た
も
の
が
︑
国
宝
﹁
歌
仙
歌
合
﹂
の

本
文
で
あ
る
と
言
わ
れ
︑
さ
ら
に
︑
公
任
撰
﹃
三
十
六
人
撰
﹄
と
の
密
接
な
関
係

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂に
親
王
の
名
が
見
え
る
が
︑

真
跡
は
伝
存
し
て
い
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
栄
花
物
語
﹄﹃
袋
草
紙
﹄﹃
三
十
六
歌
仙
伝
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
公
任
（
ふ
じ
わ
ら
の
き
ん
と
う
）

　
康
保
三
年
︿
九
六
六
﹀︱
長
久
二
年
︿
一
〇
四
一
﹀︒﹃
大
鏡
﹄
に
見
え
る
﹁
三

船
の
才
﹂
が
物
語
る
よ
う
に
︑
漢
詩
・
管
絃
・
和
歌
の
い
ず
れ
に
も
そ
の
才
能
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
た
︒﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
を
編
纂
し
た
こ
と
は
殊
に
有
名
で
あ
る
︒

書
に
お
い
て
も
︑
能
書
の
誉
れ
高
く
︑﹁
巻
子
本
和
漢
朗
詠
集
﹂﹁
益
田
本
和
漢
朗

詠
集
﹂﹁
唐
紙
和
漢
朗
詠
集
切
﹂﹁
太
田
切
﹂
等
︑﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
に
関
わ
る
古

筆
を
中
心
に
︑
伝
称
筆
者
と
し
て
仮
託
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
後
人
に
よ
る
編

纂
者
へ
の
尊
崇
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
︒
他
に
︑﹁
十
五
番
歌
合
﹂﹁
糟
色
紙
﹂

﹁
堺
色
紙
﹂
等
の
筆
者
と
し
て
も
擬
せ
ら
れ
る
が
︑
い
ず
れ
も
後
世
の
書
で
あ
り
︑

公
任
の
真
跡
で
は
な
い
︒
有
職
故
実
書
と
し
て
知
ら
れ
る
﹃
北
山
抄
﹄
の
自
筆
稿

本
が
京
都
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
︑
こ
れ
が
唯
一
の
真
筆
で
あ
る
︒﹃
入
木
抄
﹄

に
﹁
公
任
卿
は
殊
勝
な
れ
ど
も
︑
行
成
卿
抜
群
の
同
時
た
る
故
に
人
も
用
ひ
ず
︒

我
も
思
ひ
く
だ
し
て
書
役
を
勤
め
ず
﹂
と
あ
り
︑
能
書
で
あ
り
な
が
ら
︑
書
で
は

同
時
代
に
群
を
抜
く
行
成
に
譲
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
公

任
の
名
が
見
え
な
い
の
は
︑
こ
の
よ
う
な
事
情
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒
し
か

し
な
が
ら
︑博
学
多
芸
の
才
が
当
世
随
一
で
あ
る
こ
と
は
揺
ら
が
な
い
︒
源
俊
賢
・

藤
原
斉
信
・
藤
原
行
成
と
と
も
に
﹁
一
条
朝
の
四
納
言
﹂
と
称
さ
れ
た
︒

出
典
：﹃
入
木
抄
﹄﹃
大
鏡
﹄﹃
栄
花
物
語
﹄﹃
十
訓
抄
﹄﹃
公
卿
補
任
﹄﹃
尊
卑
文
脈
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
行
成
（
ふ
じ
わ
ら
の
ゆ
き
な
り
・
こ
う
ぜ
い
）

　
天
禄
三
年
︿
九
七
二
﹀︱
万
寿
四
年
︿
一
〇
二
七
﹀︒
早
く
か
ら
能
書
の
才
を
発

揮
し
︑
和
様
の
開
祖
と
称
さ
れ
る
小
野
道
風
に
私
淑
︑
和
様
書
を
完
成
に
導
い
た
︒

小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
と
と
も
に
﹁
三
跡
﹂
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
︑
旺
盛
な
能

書
活
動
を
展
開
し
︑
行
成
が
権
大
納
言
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
そ
の
書
は
﹁
権
跡
﹂

と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
︒
世
尊
寺
流
の
祖
と
さ
れ
︑
我
が
国
の
書
道
に
最
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄に
は
内
裏
額
の
揮
毫
を
担
当
し
た
こ
と
︑ま
た
︑

﹁
悠
紀
主
基
御
屏
風
書
人
々
﹂
の
項
に
︑
三
条
・
後
一
条
天
皇
の
二
回
に
わ
た
っ

て
清
書
役
を
務
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
行
成
の
前
に
は
佐
理
が
悠
紀
主
基

屏
風
色
紙
形
の
揮
毫
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
行
成
は
佐
理
の
後
継
と
し
て

目
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒﹃
入
木
抄
﹄
で
は
道
風
・
佐
理
と
と
も
に
﹁
三
賢
﹂
と

し
て
尊
重
さ
れ
︑﹁
抜
群
の
仁
﹂
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
一
条
天
皇
よ
り

白
河
・
鳥
羽
天
皇
の
御
代
に
至
る
ま
で
︑﹁
能
書
も
非
能
書
も
皆
な
行
成
卿
が
風

体
也
﹂
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
真
跡
に
﹁
白
氏
詩
巻
﹂﹁
本
能
寺
切
﹂

等
が
伝
わ
る
︒﹁
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
﹂﹁
曼
殊
院
本
古
今
集
﹂﹁
升
色
紙
﹂
等
︑

多
数
の
古
筆
の
伝
称
筆
者
と
し
て
そ
の
名
が
冠
せ
ら
れ
て
お
り
︑
無
論
こ
れ
ら
に

確
証
は
な
い
が
︑
そ
れ
だ
け
﹁
行
成
﹂
の
名
が
求
め
ら
れ
た
証
左
で
あ
ろ
う
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄﹃
権
記
﹄
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　﹃
枕
草
子
﹄﹃
栄
花
物
語
﹄﹃
大
鏡
﹄﹃
十
訓
抄
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄﹃
公
卿
補
任
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄﹃
日
本
書
人
伝
﹄

延
幹
（
え
ん
か
ん
）

　
生
没
年
不
詳
︒
寛
弘
五
年
︿
一
〇
〇
八
﹀︱
治
安
元
年
︿
一
〇
二
一
﹀
の
事
績

が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
上
総
守
・
源
兼
房
の
子
︒
陽
成
天
皇
の
曾
孫
︒
大
和
守
・

源
兼
行
の
父
に
当
た
る
︒
も
と
東
大
寺
に
止
住
し
︑
寛
仁
四
年
︿
一
〇
二
〇
﹀︑

法
隆
寺
第
一
八
代
別
当
と
な
っ
た
︒
当
代
屈
指
の
能
書
と
し
て
知
ら
れ
︑﹃
栄
花

物
語
﹄
に
は
︑
寛
弘
五
年
︿
一
〇
〇
八
﹀︑
藤
原
道
長
が
中
宮
彰
子
に
送
っ
た
歌

集
を
染
筆
し
た
こ
と
︑﹃
権
記
﹄
に
は
︑
寛
弘
八
年
︿
一
〇
一
一
﹀︑
故
一
条
天
皇

の
四
九
日
法
会
の
際
に
︑﹁
法
華
経
﹂
を
書
写
し
た
こ
と
︑
ま
た
︑
同
年
︑
冷
泉

天
皇
の
三
五
日
法
会
の
際
に
奉
納
さ
れ
た
﹁
法
華
経
一
部
十
二
巻
﹂
の
外
題
を
揮

毫
し
た
こ
と
︑
等
々
が
記
録
さ
れ
て
い
る
︒﹃
紫
式
部
日
記
﹄
に
は
藤
原
行
成
と

比
肩
す
る
能
書
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
︒
延
幹
の
真
跡
は
伝
わ
ら
な
い
が
︑﹁
古
今

目
録
抄
﹂︵﹁
聖
徳
太
子
伝
私
記
﹂︶
の
紙
背
に
︑
著
者
で
あ
る
法
隆
寺
の
学
僧
・

顕
真
に
よ
る
延
幹
書
を
臨
模
し
た
も
の
が
伝
存
︵
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶︑
延
幹

の
筆
跡
を
推
し
量
る
よ
す
が
と
し
て
︑
唯
一
無
二
の
貴
重
な
遺
墨
で
あ
る
︒﹃
夜

鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂
に
は
︑﹁
延
幹
君
﹂
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
︒﹃
行

能
口
伝
﹄
に
よ
れ
ば
︑
五
六
歳
で
没
し
た
と
さ
れ
る
が
︑
没
年
は
明
ら
か
で
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
行
能
口
伝
﹄﹃
入
木
抄
﹄﹃
紫
式
部
日
記
﹄﹃
栄
花
物
語
﹄﹃
権
記
﹄

　
　
　﹃
尊
卑
文
脈
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
書
道
藝
術
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

藤
原
定
頼
（
ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
よ
り
）

　
長
徳
元
年
︿
九
九
五
﹀︱
寛
徳
二
年
︿
一
〇
四
五
﹀︒
藤
原
公
任
の
子
︒
居
住
地

よ
り
公
任
を
四
条
大
納
言
と
称
す
る
の
に
対
し
︑
定
頼
は
四
条
中
納
言
と
称
さ
れ

た
︒
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
︑﹃
後
拾
遺
和
歌
集
﹄以
下
の
勅
撰
集
に
四
六
首
入
集
し
︑

家
集
﹃
定
頼
集
﹄
が
あ
る
︒﹁
朝
ぼ
ら
け 

宇
治
の
川
霧 

絶
え
絶
え
に 

あ
ら
は
れ

わ
た
る 

瀬
々
の
網
代
木
﹂
は
﹃
小
倉
百
人
一
首
﹄
に
採
ら
れ
て
い
る
︒
能
書
と

し
て
も
知
ら
れ
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
は
新
造
内
裏
の
内
額
揮
毫
や
後
朱
雀
天
皇

の
大
嘗
会
に
お
け
る
悠
紀
主
基
屏
風
の
色
紙
形
清
書
に
奉
仕
す
る
な
ど
︑
最
高
の

栄
誉
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
︒
但
し
︑﹃
入
木
抄
﹄
に
は
﹁
定
頼
卿
は
父
に

は
劣
り
た
れ
ど
も
︑
其
の
時
に
行
成
卿
程
の
抜
群
の
仁
な
け
れ
ば
︑
門
殿
の
額
已

下
︑
書
役
に
随
ひ
︑
其
の
賞
に
預
か
る
﹂
と
あ
り
︑
行
成
亡
き
後
と
い
う
時
勢
に

も
恵
ま
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒﹁
大
江
切
﹂﹁
烏
丸
切
﹂﹁
下
絵
古
今
集

切
﹂﹁
山
城
切
﹂﹁
本
願
寺
本
三
十
六
人
家
集
︵
元
真
集
︶﹂
等
︑
切
れ
味
鋭
い
古

筆
切
の
伝
称
筆
者
に
擬
せ
ら
れ
る
も
︑
真
跡
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄﹃
小
右
記
﹄﹃
公
卿
補
任
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

源
兼
行
（
み
な
も
と
の
か
ね
ゆ
き
）

　
生
没
年
不
詳
︒
治
安
三
年
︿
一
〇
二
三
﹀︱
承
保
元
年
︿
一
〇
七
四
﹀
の
生
存

が
確
認
さ
れ
て
い
る
︒
延
幹
の
子
で
︑
極
官
は
正
四
位
下
・
大
和
守
︒
兼
行
は
輝

か
し
い
能
書
事
績
で
満
ち
て
い
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄に
は
内
裏
額
及
び
円
宗
寺
・

法
成
寺
等
の
門
扉
の
揮
毫
者
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
︒
と
り
わ
け
﹁
悠
紀
主
基

御
屏
風
書
人
々
﹂
の
項
に
記
さ
れ
る
︑
後
冷
泉
・
後
三
条
・
白
河
天
皇
の
三
代
に

わ
た
っ
て
色
紙
形
清
書
を
務
め
た
事
績
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
︒
三
度
も
最

高
の
栄
誉
に
浴
し
た
こ
と
は
︑
藤
原
佐
理
の
円
融
・
花
山
・
一
条
天
皇
の
悠
紀
主

基
屏
風
色
紙
形
揮
毫
以
来
︑
二
人
目
で
あ
る
︒﹁
九
条
家
本
延
喜
式
﹂
の
紙
背
文

書
の
中
に
︑
兼
行
自
筆
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
書
状
と
︑
天
喜
元
年
︿
一

〇
五
三
﹀︑
関
白
藤
原
頼
通
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
﹁
平
等
院
鳳
凰
堂
色
紙
形
﹂

が
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
兼
行
の
執
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
︒
さ
ら
に
︑

こ
の
色
紙
形
の
筆
跡
か
ら
﹁
桂
本
万
葉
集
﹂﹁
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
﹂﹁
高
野
切

︵
第
二
種
︶﹂
等
の
古
筆
が
︑
兼
行
筆
と
認
定
さ
れ
た
︒
特
に
︑﹃
古
今
和
歌
集
﹄

現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
﹁
高
野
切
﹂
が
︑
兼
行
の
能
書
活
動
時
期
に
当
た
る
一

一
世
紀
半
ば
と
判
明
し
た
こ
と
は
︑
仮
名
の
完
成
を
検
証
す
る
上
で
︑
き
わ
め
て
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重
要
で
あ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
小
右
記
﹄﹃
栄
花
物
語
﹄﹃
袋
草
紙
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
伊
房
（
ふ
じ
わ
ら
の
こ
れ
ふ
さ
）

　
天
禄
三
年
︿
一
〇
三
〇
﹀︱
万
寿
四
年
︿
一
〇
九
六
﹀︒
藤
原
行
経
の
子
︒
藤
原

行
成
の
孫
︒
世
尊
寺
家
第
三
代
当
主
︒
伊
房
の
官
位
昇
進
は
極
め
て
順
調
で
あ
っ

た
が
︑
そ
の
仕
儀
が
子
孫
に
負
の
遺
産
を
残
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
︒
承
暦
四

年
︿
一
〇
八
八
﹀
に
権
中
納
言
と
な
り
︑
寛
治
二
年
︿
一
〇
八
八
﹀
に
は
大
宰
権

帥
も
兼
任
︒
し
か
し
︑
任
官
中
に
契
丹
国
と
の
密
貿
易
事
件
に
連
座
し
た
こ
と
か

ら
︑
寛
治
八
年
︿
一
〇
九
四
﹀︑
正
二
位
か
ら
従
二
位
に
降
格
し
︑
停
職
を
命
ぜ

ら
れ
た
︒
嘉
保
三
年
︿
一
〇
九
六
﹀
に
正
二
位
に
復
し
︑
名
誉
回
復
を
果
た
し
た

の
も
つ
か
の
間
︑
六
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
以
後
︑
世
尊
寺
家

は
四
代
続
け
て
公
卿
に
昇
進
す
る
こ
と
叶
わ
ず
︑
受
難
の
時
代
を
迎
え
る
︒
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
悠
紀
主
基
御
屏
風
書
人
々
﹂
の
項
に
︑
堀
河
天

皇
の
大
嘗
会
の
際
に
書
役
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
︑﹁
能
書
人
々
﹂
に
そ
の
名
が

見
え
︑﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
に
も
︑
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
︒

﹁
北
山
抄
﹂﹁
藍
紙
本
万
葉
集
﹂﹁
十
五
番
歌
合
﹂等
で
見
せ
る
︑所
謂
﹁
世
尊
寺
流
﹂

と
は
異
質
な
︑
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
豪
胆
な
書
風
は
︑
不
遇
を
か
こ
つ
家
格
と
は

別
に
︑父
祖
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
掻
き
立
て
る
の
に
充
分
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄﹃
権
記
﹄﹃
公
卿
補
任
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

源
長
季
（
み
な
も
と
の
な
が
す
え
）

　
生
没
年
不
詳
︒
？
～
承
暦
四
年
︿
一
〇
八
〇
﹀
～
？
︒
従
四
位
上
・
少
納
言
源

守
隆
の
子
︒
左
大
臣
源
高
明
の
曾
孫
︒
備
前
守
︑土
佐
守
を
歴
任
し
︑従
四
位
上
・

少
納
言
に
至
っ
た
︒
承
暦
四
年
︿
一
〇
八
〇
﹀
に
出
家
し
た
こ
と
が
︑﹃
水
左
記
﹄

︵
源
俊
房
の
日
記
︶
に
記
さ
れ
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
︑
後
三
条
天
皇
御
願
の
円

明
寺
︵
後
に
円
宗
寺
︶
の
扉
の
色
紙
形
の
揮
毫
者
と
し
て
記
録
さ
れ
る
︒
な
お
︑

同
寺
の
額
は
源
兼
行
の
手
に
よ
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂︑﹃
夜
鶴
書
札

抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
に
そ
の
名
が
見
え
︑
世
尊
寺
家
か
ら
も
評
価
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
但
し
︑
伝
称
も
含
め
︑
長
季
の
筆
と
す
る
遺
墨
は
伝

存
し
て
い
な
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
水
左
記
﹄﹃
尊
卑
文
脈
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

藤
原
定
実
（
ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
ざ
ね
）

　
康
平
六
年
︿
一
〇
六
三
﹀︱
天
承
元
年
︿
一
一
三
一
﹀︒
藤
原
伊
房
の
子
︒
世
尊

寺
家
第
四
代
当
主
︒
父
伊
房
の
密
貿
易
事
件
に
起
因
し
︑
官
位
は
従
四
位
上
・
土

佐
権
守
に
止
ま
っ
た
が
︑
書
の
家
系
と
し
て
︑
華
々
し
い
能
書
活
動
を
展
開
し
た
︒

康
和
四
年
︿
一
一
〇
二
﹀︑右
大
臣
藤
原
忠
実
の
上
表
文
清
書
を
皮
切
り
に
︑願
文
︑

奉
幣
文
の
清
書
を
担
当
し
た
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
悠
紀
主
基
御
屏
風
書
人
々
﹂に
︑

鳥
羽
天
皇
の
大
嘗
会
の
際
に
色
紙
形
を
揮
毫
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
︒
ま
た
︑﹃
夜

鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂︑﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
に
も
そ

の
名
が
見
え
る
︒
承
保
二
年
︿
一
〇
七
五
﹀
に
伊
房
が
書
写
し
た
﹁
北
山
抄
﹂
の

校
合
を
行
っ
て
お
り
︑
こ
こ
に
定
実
自
筆
の
奥
書
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
︑
古

筆
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
︒
則
ち
こ
の
定
実
自
筆
奥
書
と
同
筆
の
古
筆

類
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
︑
た
と
え
ば
︑﹃
古
今
和
歌
集
﹄
最
古
の
完
本
と
さ
れ

る
﹁
元
永
本
古
今
和
歌
集
﹂
を
は
じ
め
︑﹁
筋
切
﹂﹁
通
切
﹂﹁
本
願
寺
本
三
十
六

人
家
集
︵
貫
之
集
上
・
人
麿
集
︶﹂﹁
巻
子
本
古
今
和
歌
集
﹂
等
︑
一
群
の
名
跡
の

筆
者
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
書
風
か
ら
︑
世
尊
寺
家
歴
代
当
主
の

中
で
︑
も
っ
と
も
﹁
行
成
様
﹂
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ

ろ
う
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
中
右
記
﹄﹃
水
左
記
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

永　由　徳　夫

―　　―28



藤
原
定
信
（
ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
の
ぶ
）

　
寛
治
二
年
︿
一
〇
八
八
﹀︱
保
元
元
年
︿
一
一
五
六
﹀︒
藤
原
定
実
の
子
︒
伊
行

の
父
︒
世
尊
寺
家
第
五
代
当
主
︒
官
位
に
は
恵
ま
れ
ず
︑
従
四
位
下
・
宮
内
権
大

輔
に
終
わ
っ
た
︒
但
し
︑
定
実
が
元
永
二
年
︿
一
一
一
九
﹀
に
出
家
す
る
と
︑
書

の
家
の
当
主
と
し
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
書
役
を
務
め
た
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
は
︑

阿
弥
陀
寺
・
円
勝
寺
・
歓
喜
光
院
等
の
扉
の
色
紙
形
揮
毫
︑
ま
た
︑﹁
悠
紀
主
基

御
屏
風
書
人
々
﹂
に
は
近
衞
天
皇
の
大
嘗
会
の
際
の
揮
毫
者
と
し
て
記
録
さ
れ
︑

﹁
能
書
人
々
﹂
に
も
列
挙
さ
れ
る
︒﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂

に
も
そ
の
名
が
あ
る
︒
定
信
の
書
業
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
︑
大
治
四
年
︿
一
一

二
九
﹀
か
ら
仁
平
元
年
︿
一
一
五
一
﹀
の
二
三
年
間
を
か
け
て
︑
一
切
経
全
五
〇

四
八
巻
を
独
力
で
書
写
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
一
筆
一
切
経
を
成
し
遂
げ
た
そ
の
執

念
は
︑
祖
父
伊
房
が
﹃
万
葉
集
﹄
全
文
を
短
時
日
で
書
き
上
げ
た
こ
と
と
成
果
は

異
な
れ
ど
︑右
肩
上
が
り
の
速
書
は
伊
房
譲
り
で
あ
る
︒
定
信
は
鑑
識
に
も
通
じ
︑

﹁
屏
風
土
代
﹂
を
道
風
三
五
歳
の
書
︑﹁
白
氏
詩
巻
﹂
を
行
成
四
七
歳
の
書
と
判
じ

た
こ
と
は
︑
今
日
の
古
筆
研
究
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
︒﹁
本
願
寺
本
三
十
六
人

家
集
︵
貫
之
集
下
︶﹂﹁
金
沢
本
万
葉
集
﹂﹁
戸
隠
切
﹂﹁
戊
辰
切
︵
巻
上
﹁
女
郎

花
﹂・
巻
下
︶﹂
の
筆
者
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
今
鏡
﹄﹃
台
記
﹄﹃
宇
槐
記
抄
﹄

　
　
　﹃
兵
範
記
﹄﹃
古
今
著
聞
集
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
忠
通
（
ふ
じ
わ
ら
の
た
だ
み
ち
）

　
承
徳
元
年
︿
一
〇
九
七
﹀︱
長
寛
二
年
︿
一
一
六
四
﹀︒
法
性
寺
流
の
祖
︒
皇
位

継
承
問
題
に
関
わ
り
︑
保
元
の
乱
で
は
骨
肉
の
争
い
と
な
っ
た
が
︑
後
に
摂
政
・

関
白
︑
太
政
大
臣
と
な
り
︑
権
勢
を
ふ
る
っ
た
︒
政
治
家
と
し
て
の
評
価
は
分
か

れ
る
が
︑
能
書
と
し
て
の
忠
通
の
名
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
が
あ
る
︒
武
家
の
台
頭

に
連
動
し
た
か
の
よ
う
な
雄
渾
な
書
風
は
︑
晩
年
に
隠
退
し
た
法
性
寺
に
因
み
︑

法
性
寺
流
と
称
さ
れ
︑
一
世
を
風
靡
し
た
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
で
は
︑
忠
通
︵
入

道
殿
下
︶
の
事
績
と
し
て
︑
宝
荘
厳
院
・
円
勝
寺
・
法
金
剛
院
・
歓
喜
光
院
等
︑

多
く
の
寺
院
の
門
額
を
揮
毫
し
た
旨
を
記
す
︒
だ
が
︑
政
権
と
結
び
付
い
て
台
頭

す
る
忠
通
に
対
し
︑
世
尊
寺
家
は
危
機
感
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
か
︑﹁
能
書
人
々
﹂

に
そ
の
名
は
見
え
な
い
︒﹃
才
葉
抄
﹄
で
は
﹁
法
性
寺
殿
︵
忠
通
︶
の
御
筆
は
︑

か
く
人
の
右
へ
ひ
ら
︵
平
︶
み
た
る
也
﹂
と
評
し
て
い
る
︒﹃
入
木
抄
﹄
で
は
﹁
法

性
寺
関
白
出
現
の
後
︑
天
下
一
向
此
の
様
に
成
り
て
﹂
と
述
べ
た
上
で
︑﹁
法
性

寺
関
白
は
︑
又
権
跡
を
摸
す
る
也
﹂
と
︑
忠
通
が
行
成
の
書
を
学
ん
だ
こ
と
を
記

し
て
い
る
︒
行
成
に
よ
っ
て
確
立
し
た
和
様
書
に
︑
覇
気
を
加
え
て
新
境
地
を
拓

い
た
の
が
忠
通
の
書
で
あ
る
︒
歌
に
も
優
れ
︑﹃
小
倉
百
人
一
首
﹄
に
﹁
わ
た
の

原 

こ
ぎ
い
で
て
み
れ
ば 

久
方
の 

雲
居
に
ま
が
ふ 

沖
つ
白
波
﹂
が
採
ら
れ
て
い

る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄﹃
今
鏡
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
朝
隆
（
ふ
じ
わ
ら
の
と
も
た
か
）

　
承
徳
元
年
︿
一
〇
九
七
﹀︱
平
治
元
年
︿
一
一
五
九
﹀︒
参
議
・
藤
原
為
房
の
六

男
︒
官
位
は
正
二
位
ま
で
昇
っ
た
︒
冷
泉
中
納
言
と
号
す
︒
父
為
房
は
︑
大
江
匡

房
・
藤
原
伊
房
と
と
も
に
﹁
前
の
三
房
﹂
と
称
さ
れ
る
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
悠
紀

主
基
御
屏
風
書
人
々
﹂
に
︑
後
白
河
天
皇
の
大
嘗
会
の
際
に
色
紙
形
を
清
書
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
︒
朝
隆
は
法
性
寺
流
の
影
響
を
受
け
︑
重
厚
感
の
あ
る
書
を
よ

く
し
た
︒
そ
れ
ま
で
︑
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形
の
揮
毫
は
︑
藤
原
伊
房
・
定
実
・

定
信
と
︑
世
尊
寺
家
が
三
代
に
わ
た
っ
て
担
当
し
て
い
た
が
︑
後
白
河
天
皇
は
藤

原
忠
通
を
祖
と
す
る
法
性
寺
流
が
好
み
で
︑
そ
の
系
譜
に
連
な
る
朝
隆
を
抜
擢
し

た
の
で
あ
ろ
う
︒﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹁
能
書
人
々
﹂に
朝
隆
の
名
を
載
せ
な
い
の
は
︑

伊
行
の
意
地
で
あ
ろ
う
か
︒﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
に
は
︑

子
の
朝
方
も
含
め
︑列
せ
ら
れ
て
い
る
︒﹁
中
尊
寺
建
立
供
養
願
文
﹂
の
清
書
︵
同

願
文
写
本
奥
書
︶︑﹁
得
長
寿
院
供
養
願
文
﹂
の
清
書
︵﹃
中
右
記
﹄︶
等
の
能
書
事

績
が
あ
り
︑
当
代
一
流
の
能
書
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
京
都
大
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学
附
属
図
書
館
蔵
﹃
兵
範
記
﹄
の
紙
背
に
書
か
れ
た
書
状
二
通
︑﹃
宝
簡
集
﹄
に

請
文
一
通
と
美
福
門
院
令
旨
の
二
点
が
残
さ
れ
て
お
り
︑
こ
れ
ら
は
朝
隆
の
真
筆

と
し
て
伝
わ
る
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
今
鏡
﹄﹃
台
記
﹄﹃
中
右
記
﹄﹃
兵
範
記
﹄﹃
公
卿
補
任
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

藤
原
伊
行
（
ふ
じ
わ
ら
の
こ
れ
ゆ
き
）

　
？
～
保
延
五
年
︿
一
一
三
九
﹀︱
安
元
元
年
︿
一
一
七
五
﹀︒
藤
原
定
実
の
孫
︒

定
信
の
子
︒
世
尊
寺
家
第
六
代
当
主
︒
祖
父
・
父
に
比
し
て
さ
ら
に
官
位
に
恵
ま

れ
ず
︑従
五
位
上
・
宮
内
少
輔
に
止
ま
っ
た
︒
伊
行
の
最
大
の
業
績
は
︑書
論
﹃
夜

鶴
庭
訓
抄
﹄︵
一
一
六
五
年
頃
成
立
︶
を
著
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑

世
尊
寺
家
の
書
法
故
実
が
明
ら
か
と
な
り
︑
ま
た
︑
内
裏
額
・
寺
院
門
額
・
悠
紀

主
基
屏
風
色
紙
形
の
揮
毫
者
を
一
覧
と
し
︑﹁
能
書
人
々
﹂
の
項
を
設
け
て
当
時

の
能
書
を
列
挙
し
た
功
績
は
大
き
い
︒
執
筆
の
背
景
に
は
︑
世
尊
寺
家
の
立
場
が

盤
石
な
も
の
で
は
な
く
な
り
︑
趨
勢
が
法
性
寺
流
に
傾
き
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
危

機
感
が
あ
っ
た
︒
伊
行
が
も
っ
と
も
拘
っ
た
の
が
︑
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形
の
清

書
で
あ
る
︒
自
身
︑
二
条
・
六
条
天
皇
の
二
代
に
わ
た
っ
て
奉
仕
す
る
も
︑
そ
の

前
の
後
白
河
天
皇
の
際
に
は
法
性
寺
流
の
藤
原
朝
隆
が
割
っ
て
入
る
形
と
な
り
︑

家
の
立
場
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
た
に
相
違
な
い
︒
但
し
︑
伊
行

は
理
論
ば
か
り
を
主
張
し
た
の
で
は
な
く
︑
そ
の
理
論
を
実
践
し
た
こ
と
は
特
筆

に
値
す
る
︒
同
書
で
﹁
葦
手
﹂
に
つ
い
て
説
き
︑﹁
葦
手
下
絵
和
漢
朗
詠
集
﹂
を

書
き
残
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
定
信
と
と
も
に
﹁
戊
辰
切
﹂︵﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄︶
を

書
写
す
る
が
︑
子
で
あ
る
伊
行
が
巻
上
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
台
記
﹄﹃
宇
槐
記
抄
﹄﹃
兵
範
記
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
教
長
（
ふ
じ
わ
ら
の
の
り
な
が
）

　
天
仁
二
年
︿
一
一
〇
九
﹀︱
治
承
四
年
︿
一
一
八
〇
﹀︒
難
波
飛
鳥
井
流
の
始
祖

で
あ
る
大
納
言
・
藤
原
忠
教
の
次
男
︒
官
位
は
正
三
位
・
参
議
︒
崇
徳
上
皇
の
寵

遇
を
得
︑﹁
新
院
の
近
習
者
﹂
と
呼
ば
れ
て
権
勢
を
張
っ
た
︒
保
元
の
乱
で
は
︑

崇
徳
上
皇
・
藤
原
頼
長
側
に
加
担
し
た
が
︑
敗
北
を
喫
し
︑
常
陸
国
に
配
流
さ
れ

た
︒
晩
年
は
︑高
野
山
に
籠
っ
て
余
生
を
送
っ
た
と
い
う
︒
能
書
と
し
て
知
ら
れ
︑

﹃
今
鏡
﹄
に
は
︑
頼
長
が
定
信
に
︑
教
長
と
朝
隆
の
ど
ち
ら
が
書
に
秀
で
て
い
る

か
問
う
た
と
の
逸
話
が
あ
る
︒
頼
長
は
﹃
台
記
﹄
の
中
で
﹁
能
書
の
誉
︑
当
世
に

冠
絶
す
﹂
と
絶
賛
し
て
い
る
︒
藤
原
佐
理
に
私
淑
し
︑
法
性
寺
流
の
祖
・
藤
原
忠

通
の
書
風
も
伝
え
た
と
い
う
︒
一
方
︑
世
尊
寺
家
第
七
代
・
藤
原
伊
経
に
書
法
を

口
授
し
た
︒
こ
れ
が
﹃
才
葉
抄
﹄
で
あ
り
︑世
尊
寺
流
を
支
え
る
書
論
と
な
っ
た
︒

道
風
・
佐
理
・
行
成
の
三
名
を
ま
と
め
て
﹁
能
書
﹂︵
異
本
で
は
﹁
三
賢
﹂︶
と
捉

え
た
の
は
︑﹃
才
葉
抄
﹄
が
初
出
で
あ
る
︒
世
尊
寺
流
・
法
性
寺
流
の
い
ず
れ
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
︑
そ
の
後
の
書
流
形
成
の
契
機
と
も
な
っ
た
︒﹁
般
若
理

趣
経
﹂︵
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
︶
は
じ
め
︑﹁
二
荒
山
本
後
撰
和
歌
集
﹂﹁
今
城
切
﹂

﹁
長
谷
切
﹂
等
の
古
筆
︑﹁
源
氏
物
語
絵
巻
︵
竹
河
・
橋
姫
︶﹂
や
﹁
伴
大
納
言
絵
詞
﹂

の
詞
書
等
︑
多
く
の
名
筆
が
教
長
の
真
跡
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
︒

出
典
：﹃
才
葉
抄
﹄﹃
今
鏡
﹄﹃
台
記
﹄﹃
山
槐
記
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
朝
方
（
ふ
じ
わ
ら
の
と
も
か
た
）

　
保
延
元
年
︿
一
一
三
五
﹀︱
平
治
元
年
︿
一
二
〇
一
﹀︒
藤
原
朝
隆
の
長
男
︒
官

位
は
正
二
位
・
大
納
言
︒
三
条
大
納
言
・
堤
大
納
言
と
称
さ
れ
た
︒
朝
隆
を
超
え

る
官
位
を
得
︑
鳥
羽
法
皇
・
後
白
河
法
皇
の
二
代
に
わ
た
っ
て
院
近
臣
と
し
て
仕

え
た
︒
朝
隆
の
資
質
を
受
け
た
か
︑
朝
方
も
能
書
と
し
て
知
ら
れ
た
︒﹃
夜
鶴
庭

訓
抄
﹄
の
古
写
本
に
は
そ
の
名
は
記
さ
れ
な
い
が
︑
同
流
布
本
の
﹁
悠
紀
主
基
御

屏
風
書
人
々
﹂
の
項
に
は
︑
高
倉
天
皇
の
大
嘗
会
に
お
い
て
︑
朝
方
が
色
紙
形
揮

毫
を
担
当
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
︒
同
流
布
本
で
は
︑仁
安
三
年
︿
一
一
六
八
﹀

の
高
倉
天
皇
大
嘗
会
を
も
っ
て
︑
こ
の
項
は
終
わ
り
と
な
る
︒
平
清
盛
が
東
大
寺

に
お
い
て
受
戒
し
た
時
の
戒
牒
の
清
書
を
行
う
︵﹃
玉
葉
﹄︶
な
ど
︑
当
時
︑
能
書
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と
し
て
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
よ
う
で
あ
る
︒
朝
方
の
遺
墨
と
し
て
︑
二
通

の
書
状
が
伝
存
す
る
が
︑
今
日
の
評
価
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
と
は
言
え
ず
︑
言

及
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
い
︒
院
近
臣
と
し
て
の
立
場
が
大
き
く
影
響
を
与
え
た
の

で
あ
ろ
う
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
兵
範
記
﹄﹃
玉
葉
﹄﹃
尊
卑
文
脈
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄

藤
原
伊
経
（
ふ
じ
わ
ら
の
こ
れ
つ
ね
）

　
？
～
仁
安
四
年
︿
一
一
六
九
﹀︱
嘉
禄
三
年
︿
一
二
二
七
﹀？
︒藤
原
伊
行
の
子
︒

世
尊
寺
家
第
七
代
当
主
︒
父
の
官
位
は
超
え
た
が
︑
正
四
位
下
・
太
皇
太
后
宮
亮

で
止
ま
り
︑
世
尊
寺
家
に
と
っ
て
は
官
位
も
振
る
わ
ず
︑
経
済
的
に
も
も
っ
と
も

苦
し
い
時
期
で
あ
っ
た
︒﹃
玉
葉
﹄
に
︑
藤
原
兼
実
が
元
暦
元
年
︿
一
一
八
四
﹀

に
上
表
文
の
清
書
を
伊
経
に
依
頼
し
た
も
の
の
︑
清
書
の
際
に
着
用
す
る
正
装
を

用
意
で
き
ず
︑
仮
病
と
称
し
て
辞
退
し
た
と
い
う
故
事
が
見
え
る
︒
能
書
と
し
て

の
評
価
は
高
く
︑
兼
実
が
摂
政
を
辞
任
し
た
際
の
上
表
文
は
伊
経
が
担
当
し
て
い

る
︒
安
徳
天
皇
の
大
嘗
会
の
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形
の
揮
毫
︑﹃
千
載
和
歌
集
﹄

奏
覧
本
の
外
題
執
筆
等
︑栄
え
あ
る
能
書
活
動
を
展
開
し
た
︒書
論
﹃
才
葉
抄
﹄は
︑

伊
経
が
安
元
三
年
︿
一
一
七
七
﹀︑
出
家
し
て
高
野
山
に
住
し
て
い
た
藤
原
教
長

を
訪
ね
︑
口
授
さ
れ
た
書
法
を
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
︒
父
伊
行
同
様
︑
世
尊
寺

家
の
復
権
を
意
図
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

出
典
：﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄﹃
才
葉
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
玉
葉
﹄

参
考
文
献
：﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

九
条
（
後
京
極
）
良
経
（
く
じ
ょ
う
よ
し
つ
ね
・
ご
き
ょ
う
ご
く
よ
し
つ
ね
）

　
嘉
応
元
年
︿
一
一
六
九
﹀︱
元
久
三
年
︿
一
二
〇
六
﹀︒
法
性
寺
流
の
始
祖
・
藤

原
忠
通
の
孫
︒
九
条
兼
実
の
次
男
︒
名
門
の
出
自
に
よ
り
︑
弱
冠
二
〇
歳
で
正
二

位
に
昇
り
︑
内
大
臣
・
右
大
臣
を
歴
任
︑
三
四
歳
で
摂
政
︑
三
六
歳
で
従
一
位
・

太
政
大
臣
と
な
る
︒
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
が
︑
三
八
歳
の
若
さ
で
頓
死
し
た
と
い

う
︵﹃
公
卿
補
任
﹄﹃
尊
卑
分
脈
﹄︶︒
藤
原
姓
・
九
条
姓
で
呼
ぶ
の
が
本
来
で
あ
る

が
︑
後
京
極
殿
と
号
し
た
こ
と
か
ら
︑
後
京
極
良
経
の
名
で
通
っ
て
い
る
︒
叔
父

で
あ
る
慈
円
の
﹃
愚
管
抄
﹄
に
よ
れ
ば
︑
詩
歌
や
書
道
は
群
を
抜
き
︑
政
治
的
手

腕
に
も
長
じ
て
い
た
と
い
う
︒
そ
の
書
は
︑
法
性
寺
流
の
一
系
に
連
な
り
︑
後
世
︑

後
京
極
流
と
称
さ
れ
る
一
大
書
流
を
形
成
し
た
︒﹃
入
木
抄
﹄
で
は
︑﹁
後
京
極
摂

政
相
続
の
間
︑
弥
此
の
風
︵
法
性
寺
流
︶
さ
か
り
な
り
﹂
と
評
し
て
お
り
︑
法
性

寺
流
に
連
な
る
書
風
が
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
︒
家
集
に
﹃
秋
篠

月
清
集
﹄
が
あ
り
︑﹃
小
倉
百
人
一
首
﹄
に
は
﹁
き
り
ぎ
り
す 

鳴
く
や
霜
夜
の 

さ

む
し
ろ
に 

衣
か
た
し
き 

ひ
と
り
か
も
ね
む
﹂
が
採
ら
れ
る
︒

出
典
：﹃
入
木
抄
﹄﹃
愚
管
抄
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄﹃
公
卿
補
任
﹄﹃
尊
卑
分
脈
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

藤
原
（
世
尊
寺
）
行
能
（
ふ
じ
わ
ら
の
ゆ
き
よ
し
・
せ
そ
ん
じ
ゆ
き
よ
し
）

　
治
承
三
年
︿
一
一
七
九
﹀
︱
建
長
七
年
︿
一
二
五
五
﹀
？
︒
藤
原
伊
行
の
孫
︒

藤
原
伊
経
の
長
男
︒
世
尊
寺
家
第
八
代
当
主
︒
世
に
﹁
世
尊
寺
家
﹂と
称
す
る
が
︑

こ
の
家
名
は
行
能
の
代
に
な
っ
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
︒
世
尊
寺
行
能
と
も
呼
ば

れ
る
よ
う
に
︑
第
一
七
代
行
季
を
も
っ
て
同
家
が
絶
え
る
ま
で
︑
藤
原
姓
よ
り
も

﹁
世
尊
寺
﹂
の
名
を
冠
し
て
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
︒
第
三
代
・
伊

房
の
失
脚
以
来
︑
定
実
・
定
信
・
伊
行
・
伊
経
の
四
代
に
わ
た
っ
て
不
遇
を
か

こ
っ
て
き
た
が
︑
行
能
は
従
三
位
・
非
参
議
を
極
官
と
し
︑
よ
う
や
く
家
格
の
復

権
を
見
た
︒﹁
世
尊
寺
﹂
を
標
榜
し
た
の
は
︑
中
興
の
象
徴
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

祖
父
・
父
に
倣
い
︑
書
論
﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄
を
著
し
︑
世
尊
寺
家
の
存
在
意
義
を

江
湖
に
示
し
た
︒
こ
れ
は
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
を
書
き
写
し
た
も
の
と
解
説
さ
れ

る
が
︑
行
能
な
り
の
修
正
を
加
え
︑
独
自
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
︒
た
と
え
ば
︑

伊
行
が
能
書
と
し
て
挙
げ
な
か
っ
た
法
性
寺
流
の
一
系
︑
藤
原
朝
隆
・
朝
方
父
子

の
名
を
︑
行
能
は
﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
の
項
で
列
し
て
い
る
︒
世
尊
寺
家

を
復
興
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
が
︑
一
方
で
家
名
を
標
榜
し
た
こ
と
が
︑
書

風
の
硬
直
化
を
招
い
た
こ
と
も
否
め
な
い
︒﹃
入
木
抄
﹄
で
は
︑﹁
行
能
卿
以
来
︑
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今
の
行
忠
︵
第
一
三
代
︶
ま
で
︑
殊
に
同
じ
姿
也
﹂
と
評
さ
れ
て
い
る
︒

出
典
：﹃
才
葉
抄
﹄﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄﹃
麒
麟
抄
﹄﹃
入
木
抄
﹄﹃
明
月
記
﹄﹃
古
今
著
聞
集
﹄

　
　
　﹃
公
卿
補
任
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

伏
見
天
皇
（
ふ
し
み
て
ん
の
う
）

　
文
永
二
年
︿
一
二
六
五
﹀
︱
文
保
元
年
︿
一
三
一
七
﹀︒
第
九
二
代
天
皇
︵
在

位
：
弘
安
一
〇
年
︿
一
二
八
七
﹀︱
永
仁
六
年
︿
一
二
九
八
﹀︶︒
後
深
草
天
皇
の

第
二
皇
子
︒﹃
入
木
抄
﹄を
著
し
た
尊
円
親
王
は
︑伏
見
天
皇
の
第
六
皇
子
で
あ
る
︒

伏
見
天
皇
は
歴
代
天
皇
の
中
で
も
屈
指
の
能
書
と
さ
れ
︑﹃
増
鏡
﹄
で
は
︑
か
つ

て
の
藤
原
行
成
に
比
肩
す
る
ほ
ど
の
名
手
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
行
成

の
﹁
白
氏
詩
巻
﹂
や
﹁
桂
本
万
葉
集
﹂
等
の
紙
背
に
は
︑
伏
見
天
皇
自
筆
花
押
を

残
す
も
の
が
あ
り
︑
こ
れ
ら
平
安
朝
の
名
跡
を
傍
ら
に
置
い
て
愛
玩
し
︑
学
書
に

励
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
︒
そ
の
書
風
は
︑
伏
見
院
流
と
呼
ば
れ
︑
鎌
倉
時
代
の
宸

翰
様
︵
天
皇
の
書
︶
の
基
盤
と
な
り
︑
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
︒
御
製
歌
集
の
断

簡
﹁
広
沢
切
﹂
を
は
じ
め
︑﹁
筑
後
切
﹂﹁
読
漢
書
詩
﹂
等
が
そ
の
筆
跡
と
し
て
伝

わ
る
︒﹃
入
木
抄
﹄
に
は
︑﹁
伏
見
院
の
御
筆
︑
近
来
さ
か
り
に
之
を
賞
玩
奉
る
︒

就
中
仮
名
は
一
向
其
様
︵
行
成
様
︶
也
︒
︙
︙
是
を
摸
さ
れ
て
︑
御
天
骨
に
て
あ

そ
ば
し
出
だ
さ
れ
た
る
也
︒
真
名
は
佐
跡
を
摸
さ
れ
し
か
﹂
と
あ
る
︒
身
近
に
い

た
尊
円
親
王
の
言
に
よ
れ
ば
︑
仮
名
は
行
成
を
︑
漢
字
は
佐
理
を
学
ん
だ
こ
と
が

わ
か
る
︒

出
典
：﹃
入
木
抄
﹄﹃
増
鏡
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

尊
円
親
王
（
そ
ん
え
ん
し
ん
の
う
）

　
永
仁
六
年
︿
一
二
九
八
﹀︱
正
平
一
一
年
︿
一
三
五
六
﹀︒
青
蓮
院
第
一
七
世
門

跡
︒
伏
見
天
皇
の
第
六
皇
子
︒
初
名
は
守
彦
親
王
︒
延
慶
元
年
︿
一
三
〇
八
﹀
に

青
蓮
院
に
入
り
︑
同
四
年
︿
一
三
一
一
﹀︑
名
を
尊
円
と
改
め
て
青
蓮
院
門
跡
に

就
任
し
た
︒
以
来
︑
五
九
歳
で
没
す
る
ま
で
︑
天
台
座
主
を
四
度
︑
青
蓮
院
門
跡

を
三
度
務
め
た
︒
能
書
で
知
ら
れ
る
伏
見
天
皇
を
父
に
︑
後
伏
見
・
花
園
天
皇
を

兄
に
持
ち
︑
尊
円
親
王
自
身
も
天
賦
の
才
に
恵
ま
れ
た
︒
書
を
世
尊
寺
家
第
一
一

代
当
主
・
行
房
︑
同
第
一
二
代
当
主
・
行
尹
兄
弟
に
入
木
道
の
指
南
を
受
け
た
︒

自
ら
も
小
野
道
風
・
藤
原
行
成
と
い
っ
た
上
代
様
の
書
法
を
会
得
し
︑
独
自
の
書

風
を
打
ち
立
て
た
︒
こ
の
書
風
は
︑
多
く
の
追
随
者
を
生
み
︑
尊
円
流
・
青
蓮
院

流
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
︒﹃
尺
素
往
来
﹄
に
は
︑﹁
近
日
者
︑
和
字
・
漢
字
︑

共
ニ
以
青
蓮
院
尊
圓
親
王
御
筆
︑
為
規
摸
﹂
と
記
述
さ
れ
て
い
る
︒
江
戸
時
代
に

入
る
と
﹁
御
家
流
﹂
と
名
を
変
え
︑
公
用
書
体
と
し
て
後
世
ま
で
永
く
そ
の
命
脈

を
保
っ
た
︒
ま
た
︑
幼
帝
で
あ
っ
た
後
光
厳
天
皇
の
手
習
い
用
に
秦
覧
し
た
﹃
入

木
抄
﹄︵
一
三
五
二
年
成
立
︶
を
著
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
若
き
新
帝
の
み
な
ら
ず
︑

中
古
・
中
世
の
書
論
を
集
大
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
尊
円
親
王
の
遺
墨
は
︑
書

状
や
懐
紙
を
中
心
に
現
存
す
る
が
︑
特
に
﹁
大
覚
寺
結
夏
衆
僧
名
﹂
は
有
名
で
あ

る
︒

出
典
：﹃
入
木
抄
﹄﹃
尺
素
往
来
﹄﹃
門
葉
記
﹄﹃
華
頂
要
略
﹄﹃
玉
石
雑
誌
﹄﹃
本
朝
能
書
伝
﹄

参
考
文
献
：﹃
書
道
全
集
﹄﹃
日
本
書
道
辞
典
﹄﹃
書
の
総
合
事
典
﹄

結
語
に
代
え
て
―
書
論
の
生
成
と
藤
原
忠
通
の
存
在

　
前
稿
・
本
稿
を
併
せ
て
四
〇
名
の
能
書
の
小
伝
を
ま
と
め
た
︒
特
に
本
稿
に
お

い
て
は
︑﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄︵
藤
原
伊
行
︶・﹃
才
葉
抄
﹄︵
藤
原
教
長
・
藤
原
伊
経
︶・

﹃
夜
鶴
書
札
抄
﹄︵
藤
原
行
能
︶・﹃
入
木
抄
﹄︵
尊
円
親
王
︶
等
の
書
論
を
編
著
し

た
人
物
達
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
能
書
を
列
挙
す
る
︒
今
日
に
お
け
る
評
価
は
︑
こ
れ

ま
で
の
研
究
が
集
積
さ
れ
た
結
果
を
踏
ま
え
て
の
歴
史
的
評
価
に
依
拠
す
る
も
の

で
あ
る
が
︑
同
時
代
の
評
価
は
︑
ま
さ
し
く
往
時
の
立
場
に
左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
︒
客
観
性
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
︑
些
か
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
︑
同

時
代
を
生
き
る
者
同
士
の
﹁
生
の
声
﹂
は
︑
そ
れ
は
そ
れ
で
意
味
を
持
つ
︒
た
と

え
ば
︑
法
性
寺
流
の
一
系
統
で
あ
る
藤
原
朝
隆
・
朝
方
父
子
に
つ
い
て
︑
今
日
言
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及
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
無
い
が
︑往
時
に
お
い
て
は
評
価
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
︒

一
方
で
︑
日
本
書
道
史
を
論
じ
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
︑
西
行
︑
ま
た
︑

藤
原
俊
成
・
定
家
父
子
は
︑
古
書
論
・
古
典
籍
に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

い
︒
こ
れ
は
︑
歌
人
と
し
て
の
圧
倒
的
な
業
績
に
よ
り
︑
能
書
と
し
て
の
力
量
が

覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
︒
評
価
に
お
け
る
古
今
の
隔

た
り
に
つ
い
て
は
︑
今
後
そ
の
事
由
を
精
査
し
て
い
き
た
い
︒

　
平
安
時
代
後
期
以
降
︑
書
論
の
成
立
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
だ
が
︑
書

流
と
の
関
連
は
見
逃
せ
な
い
︒
藤
原
伊
行
の
項
で
も
概
要
を
記
し
た
が
︑
そ
の
著

﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
よ
り
︑
書
の
家
・
世
尊
寺
家
の
書
法
故
実
を
明
ら
か
に
す
る

と
同
時
に
︑
内
裏
額
・
寺
院
門
額
・
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形
の
揮
毫
者
を
一
覧
と

し
︑
さ
ら
に
﹁
能
書
人
々
﹂
の
項
を
設
け
て
当
時
の
能
書
を
列
挙
し
た
こ
と
は
︑

顕
著
な
功
績
と
認
め
ら
れ
る
︒
本
書
執
筆
の
契
機
と
し
て
︑
必
ず
し
も
世
尊
寺
家

に
書
役
が
回
ら
な
く
な
り
︑
徐
々
に
藤
原
忠
通
を
祖
と
す
る
法
性
寺
流
へ
と
移
行

し
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
危
機
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
伊
行
が
能
書

の
事
績
と
し
て
も
っ
と
も
拘
っ
た
﹁
悠
紀
主
基
屏
風
色
紙
形
﹂
の
清
書
も
︑
父
定

信
︵
近
衞
天
皇
︶
の
後
を
引
き
継
げ
ず
︑
後
白
河
天
皇
の
大
嘗
会
の
際
に
は
︑
そ

の
寵
遇
に
よ
り
︑
法
性
寺
流
の
藤
原
朝
隆
が
任
用
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
衝
撃
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
︒
そ
の
後
︑
伊
行
自
身
は
︑
二
条
・
六
条
天
皇
の
二
代
に
わ
た
っ

て
悠
紀
主
基
屏
風
の
色
紙
形
揮
毫
の
栄
に
浴
し
︑
辛
う
じ
て
書
の
家
と
し
て
の
体

面
を
保
っ
た
が
︑
次
の
高
倉
天
皇
の
折
は
︑
朝
隆
の
子
・
朝
方
に
書
役
が
移
る
︒

伊
房
の
失
脚
以
降
︑
四
代
続
け
て
公
卿
に
列
せ
ら
れ
ず
︑
冷
遇
せ
ら
れ
た
世
尊
寺

家
当
主
に
と
っ
て
︑や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒

た
だ
︑
視
点
を
変
え
れ
ば
︑
世
尊
寺
家
の
︑
忠
通
や
法
性
寺
流
に
対
す
る
敵
愾
心
・

危
機
感
こ
そ
が
︑
今
日
ま
で
伝
わ
る
日
本
書
論
誕
生
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
も
言

え
る
︒
忠
通
が
雄
渾
な
書
風
で
世
を
席
捲
し
た
こ
と
は
︑
世
尊
寺
家
を
窮
地
に
追

い
込
ん
だ
が
︑
結
果
と
し
て
忠
通
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑
我
が
国
に
も
漸

く
﹁
書
の
理
論
︵
書
論
︶﹂
が
生
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
と
︑
大
変

興
味
深
い
︒

【
参
考
文
献
】

　︽
全
集
・
叢
書
︾

﹃
書
道
全
集
﹄　
平
凡
社
　
一
九
五
四
～
六
一
︑
六
七
～
六
八

﹃
定
本
書
道
全
集
﹄　
河
出
書
房
　
一
九
五
四
～
五
七

﹃
書
道
藝
術
﹄　
中
央
公
論
社
　
一
九
七
〇
～
七
三

﹃
書
の
日
本
史
﹄　
平
凡
社
　
一
九
七
五
～
七
六

﹃
日
本
の
書
﹄　
中
央
公
論
社
　
一
九
八
一
～
八
三

﹃
書
の
宇
宙
﹄　
二
玄
社
　
一
九
九
六
～
二
〇
〇
〇

　︽
単
行
本
︾

中
田
勇
次
郎
編
『
日
本
書
人
伝
﹄　
中
央
公
論
社
　
一
九
七
四

小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
﹄　
講
談
社
　
一
九
七
〇

春
名
好
重
『
日
本
書
道
新
史
﹄　
淡
交
社
　
二
〇
〇
一

石
川
九
楊
『
日
本
書
史
﹄　
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
〇
一

古
谷
稔
『
中
国
書
法
を
基
盤
と
す
る
日
本
書
道
史
研
究
﹄　
竹
林
舎 

二
〇
〇
八

　︽
図
録
・
事
典
︾

﹃
日
本
の
書
﹄　
東
京
国
立
博
物
館
　
一
九
七
八

﹃
詩
歌
と
書
　
日
本
の
こ
こ
ろ
と
美
﹄　
東
京
国
立
博
物
館
　
一
九
九
一

﹃
和
様
の
書
﹄　
東
京
国
立
博
物
館
　
二
〇
一
三

小
松
茂
美
編
『
日
本
書
道
辞
典
﹄　
二
玄
社
　
一
九
八
七

石
田
肇
・
澤
田
雅
弘
他
編
『
書
の
総
合
事
典
﹄　
柏
書
房
　
二
〇
一
〇

　︽
雑
誌
収
載
論
文
︾

古
谷
稔
﹁
中
世
の
書
を
切
り
開
い
た
藤
原
忠
通
の
法
性
寺
流
　
︱
伝
藤
原
忠
通
筆
詩
書
巻
の
息

吹
﹂﹃
書
物
學
﹄
一
一
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
七

［
付
記
］

　
前
稿
に
お
い
て
︑
素
性
法
師
の
解
説
中
︑﹁
素
性
法
師
の
名
は
﹃
夜
鶴
庭
訓
抄
﹄
に
見
ら
れ

る
が
︑
他
の
古
書
論
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
︒﹂
と
述
べ
た
が
︑
そ
の
後
の
調
査
で
︑﹃
夜
鶴

書
札
抄
﹄﹁
天
下
能
書
得
誉
人
之
事
﹂
に
素
性
法
師
が
列
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒

よ
っ
て
茲
に
訂
正
す
る
︒

　
な
お
︑
本
研
究
は
︑JSPS

科
研
費
・
基
盤
研
究
︵
C
︶﹁
中
・
近
世
書
論
を
基
盤
と
す
る
﹁
日

本
書
論
史
﹂
の
構
築
﹂︵
課
題
番
号
：17K

02275

︶
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
︒

 

︵
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
受
理
︶
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